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AKR1C1 ¥ ZX mAb & DAB E%ERL /357 « VBIRE MbEHES O RRAML
FOHT.
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AKR1C1 ¥ X mAb & DAB £E%FERL /57 « VBIEE b BEAEORRAAML

oM.

AKR1C1 ¥ X mAb & DAB %R L =/57 « VBIEE NEBEREORRAS
EDHT.

AKR1CT1 ¥ X mAb & DAB £E%ERL /357 « BB~V X AR O RRAas
HEDHT.

AKR1C1 ¥ 2 mAb & DAB L& {FEAL 1=/35 7 1 V&84 X FFlsRE 0 a4
WEDHT.

AKR1C1 Y7 X mAb & DAB B EFERL =/35 7 « VIRV X/ NBRG O REHSE
HEDHT.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、40種類以上の既知の酵素およびタンパク質からなるアルド/ケト還元酵素スーパーファミリーのメンバーをコードしています。これらの酵素は、NADHおよび／またはNADPHを補酵素として、アルデヒドおよびケトンを対応するアルコールに変換する反応を触媒します。これらの酵素は、重複しつつも異なる基質特異性を示します。この酵素は、プロゲステロンから不活性型20-α-ヒドロキシプロゲステロンへの反応を触媒します。この遺伝子は他の3つの遺伝子メンバーと高い配列相同性を有し、染色体10p15-p14にこれらの3つの遺伝子とともにクラスター化しています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HepG2(1)マウス肝(2)細胞溶解物に対するAKRAC1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	AKR1C1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋マウス肝臓組織の免疫組織化学分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ肝臓組織の免疫組織化学分析。
	

	AKR1C1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ小腸組織の免疫組織化学分析。

